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大仙市誕生
１周年
記念式典
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新たな気持ちで臨む
大仙市、次への一歩

　
10
月
１
日
、
大
曲
市
民
会
館
を
会

場
に
「
大
仙
市
誕
生
１
周
年
記
念
式

典
」
が
行
わ
れ
、
品
田
稔
・
秋
田
県
出

納
長
、
御
法
川
信
英
・
衆
議
院
議
員
、

星
野
勝
司
・
神
奈
川
県
座
間
市
長
な

ど
国
、
県
、
市
の
関
係
者
や
市
民
の

方
々
な
ど
約
９
０
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
栗
林
市
長
は
式
辞
で
「
大
仙
市
は

ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
も
始

ま
っ
た
ば
か
り
。
全
員
で
一
致
団
結

し
、
一
日
も
早
く
合
併
し
て
良
か
っ

た
と
実
感
で
き
る
地
域
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
新
た
な

気
持
ち
で
大
仙
市
の
発
展
を
誓
い
ま

し
た
。

　
式
典
に
合
わ
せ
て
大
仙
市
の
「
花
・

木
・
鳥
」
と
「
大
仙
市
民
の
歌
」
の
発

表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
仙
市
の
花

に
選
ば
れ
た
の
は
「
コ
ス
モ
ス
」、
木

は
「
ケ
ヤ
キ
」、
鳥
は
「
カ
ワ
セ
ミ
」。

そ
し
て
市
民
の
歌
は
公
募
に
よ
っ
て

集
め
ら
れ
た
市
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
フ

レ
ー
ズ
を
元
に
、
秋
田
県
出
身
の
橋

本
祥
路
さ
ん
に
作
詞
作
曲
を
手
が
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た（
花
岡
恵
は
橋
本

さ
ん
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
）。

　
式
典
で
は
、
各
地
域
の
方
々
が
旧
市

町
村
歌
を
披
露
。
ま
た
、
最
後
に
は
参

加
者
全
員
で
大
仙
市
民
の
歌
「
夢
、
こ

の
大
地
」
を
合
唱
し
、
市
の
新
た
な
一

歩
を
祝
い
ま
し
た
。

式典では、各地域代表の方々が旧市町村歌を熱唱（写真上）。
フィナーレでは参加者全員で大仙市民の歌「夢、この大地」を歌いました。

仙北地域

西仙北地域

神岡地域 協和地域

太田地域 南外地域

中仙地域大曲地域
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市
民
の

歌

秋桜
a cosmos

コスモス

翡翠
 a kingfisher
翡翠

k f

カワセミ
gf

カ セ

欅
a zelkova tree
欅

ケヤキ

　　　流の宝石と呼ばれるコバルトブルーのきれいな小鳥は、水が美しい
　　　雄物川、玉川とその支流に生息しており、自然豊かな大仙市の象徴
　　　と人々が美しく交流する未来をイメージしています。
水辺に生息し、人家にはほとんど近づかず、普段目にすることが少ないた
めに認知度は低いですが、その美しさは大仙市の自然環境の良さを表して
います。

市の「鳥」当選者
佐々木恭兵さん（大曲地域）、鈴木大地さん（同）、山口実さん（中仙地域）、
小松香澄さん（仙北地域）、皆川峰夫さん（太田地域）

　　　っと伸びる樹勢、そしてその雄大な姿は大仙市の伸びゆく将来像と
　　　仙北平野をイメージさせます。
　　　古くから地域の人々に愛されてきた落葉高木。春の芽吹き、夏の木
陰の涼しさ、秋の紅葉、冬の樹形とその時々のきらめきも大仙市にふさわ
しいものです。

市の「木」当選者
斎藤八郎さん（大曲地域）、高橋辻子さん（神岡地域）、熊谷傳藏さん（中仙地
域）、佐川晶子さん（協和地域）、高橋光子さん（南外地域）

応募フレーズ419件。大仙市民の歌「夢、こ
の大地」は、優しい言葉と柔らかいメロ
ディーに包まれています。世代を超えて広く
愛唱され、未来に向かう全員の心を一つに結
ぶものに仕上がりました。

「市民の歌」フレーズ当選者
川村瑶さん（大曲地域）、堀川円さん（同）、加
藤麻希子さん（西仙北地域）、長澤康平さん
（中仙地域）、進藤直美さん（協和地域）

す

清

　　　枚の花びらのような舌状花が美しく並びそろっている姿は、８市町
　　　村が一つの大きな輪（大仙市）になったことを象徴しています。
　　　「調和」、「まごころ」、「宇宙」の花言葉を持ち、かわいらしい見た目
と違い生命力に満ちあふれていて、強いまちづくりを目指す大仙市にふさ
わしい花と言えます。また、市の風景にもとけ込んでおり、大変身近な花
でもあります。

市の「花」当選者
伊藤紗耶香さん（大曲地域）、伊藤真希さん（同）、伊藤悠也さん（同）、菊地
茉理さん（同）、小松彩夏さん（同）

８
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球友無限

全県500歳野球大会
- 永遠の球児たち -
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年
野
球
発
祥
の
地
で
あ
る
神
岡
で
幕
を
開
け
た
全
県

 
　
　
５
０
０
歳
野
球
大
会
。

　
今
年
は
過
去
最
多
と
な
る
１
６
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

９
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
の
日
程
で
神
岡
球
場
を
メ
ー
ン

に
11
会
場
で
１
６
１
試
合
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
昭
和
54
年
「
高
齢
者
が
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
参
加
８
チ
ー
ム
で
ス
タ
ー
ト
し
た
大
会

は
、
今
年
で
28
回
を
数
え
参
加
チ
ー
ム
も
第
１
回
大
会
の

実
に
20
倍
以
上
に
も
膨
れ
上
が
っ
た
。
約
４
千
人
の
往
年

の
名
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
参
加
し
、
全
国
的
に
も
最
大
規
模
の

大
会
へ
と
成
長
し
た
。

　
大
会
で
は
、「
出
場
選
手
は
50
歳
以
上
」「
出
場
９
選
手

の
合
計
年
齢
が
常
に
５
０
０
歳
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」「
選
手
の
再
出
場
が
可
能
」「
５
イ
ニ
ン
グ
制
」「
投
手

と
捕
手
間
、
塁
間
は
学
童
野
球
ル
ー
ル
」「
55
歳
ま
で
の
若

い
投
手
は
９
ア
ウ
ト
ま
で
に
限
る
」
な
ど
、
幅
広
い
年
齢

層
、
多
く
の
選
手
が
楽
し
め
る
独
自
の
ル
ー
ル
を
設
け
て

い
る
。

　
優
勝
と
い
う
栄
冠
を
つ
か
む
た
め
に
は
最
多
で
８
試
合

を
勝
ち
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
日
２
試
合
と
い
う

ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
ゆ
え
に

一
戦
必
勝
が
絶
対
条
件
だ
が
、
次
の
試
合
を
見
据
え
て
体

力
を
温
存
す
る
な
ど
ル
ー
ル
を
駆
使
し
た
戦
略
が
見
ら
れ

る
場
面
も
。

　
好
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
、
記
録
、
そ
し
て
記
憶
に
残
る

は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
。
白
球
に
懸
け
る
思
い
は
衰
え

を
知
ら
な
い
。
野
球
を
愛
し
て
や
ま
な
い
元
気
な
世
代
。

長
く
も
短
い
５
日
間
の
祭
典
が
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
。

少

参加162チーム。永遠の球児たちによる入場行進は
日本一の規模で、見る者を圧倒する。
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軌  跡
「始まりは中川原での紅白試合だった」

白球追う心は衰えを知らない

野球の楽しさを再確認した往年の名プレーヤたちは

同世代の野球を愛する仲間に全県大会の開催を呼びかける

「少年野球発祥の地」神岡の血がそうさせるのか

白球に夢をのせた少年の情熱の炎は消えることなく

500歳野球へと受け継がれていく

500歳野球独特なルールは

既存のルールにちょっとした遊び心を加えることで

多くの選手、幅広い年齢層が楽しめる大会に成長し

生涯スポーツの先進事例として、全国から注目されている

ネクストバッターボックスで打順を待つときの
胸の高揚は少年時代と変わらない。
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球
友
無
限 

― 

全
県
５
０
０
歳
野
球
大
会 

―

　
神
岡
に
は
地
元
の
み
な
ら
ず
秋

田
の
野
球
発
展
に
尽
力
し
た
一
人

の
男
が
い
た
。

せ
い
た
い

　「
高
橋
政
泰
」

（
１
９
１
９
年
―
１
９
９
７
年
）

　
高
橋
さ
ん
は
、
秋
田
中
学
時
代

３
度
の
甲
子
園
出
場
、
東
都
大
学

野
球
そ
し
て
実
業
団
で
の
活
躍
な

ど
、
そ
の
輝
か
し
い
球
歴
は
同
年

代
の
仲
間
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

憧
れ
の
的
だ
っ
た
。

　
昭
和
53
年
６
月
、
当
時
の
秋
田

県
野
球
協
会
会
長
だ
っ
た
高
橋
さ

ん
が
同
級
生
に
呼
び
か
け
紅
白
試

合
を
中
川
原
球
場
で
行
っ
た
。

　
神
岡
の
シ
ン
ボ
ル
「
嶽
山
」
の

下
、
野
球
の
楽
し
さ
、
同
年
代
と

プ
レ
ー
す
る
喜
び
を
再
確
認
し
た

メ
ン
バ
ー
。
そ
の
反
省
会
で
「
野

球
が
し
た
く
て
も
機
会
が
な
い
と

歎
い
て
い
る
同
年
代
が
た
く
さ
ん

い
る
の
で
は
な
い
か
。
神
宮
寺
で

全
県
大
会
を
開
催
し
よ
う
」
と
い

う
話
が
盛
り
上
が
り
、
大
会
開
催

を
高
橋
さ
ん
に
願
っ
た
。

　
後
年
、
高
橋
さ
ん
は
そ
の
時
の

こ
と
を
「
神
宮
寺
に
は
本
当
の
野

球
好
き
が
い
る
も
の
だ
と
実
感

し
、
涙
が
出
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
る
。
５
０
０
歳

野
球
が
始
ま
る
１
年
前
だ
っ
た
。

　
昭
和
54
年
７
月
に
は
郡
大
会
が

開
催
さ
れ
、
高
橋
さ
ん
が
所
属
す

る
「
神
宮
寺
嶽
ク
ラ
ブ
」
が
優
勝
。

大
会
も
、
そ
し
て
地
元
も
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
そ
の
年
10
月
20
日

に
は
第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、

伝
統
の
幕
を
開
け
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
は
、
田
沢
湖
駒
陽

ク
ラ
ブ(

田
沢
湖
町
）、
神
宮
寺
嶽

ク
ラ
ブ(

神
岡
町)

、
船
川
Ｏ
Ｂ
ク

ラ
ブ(

男
鹿
市)

、
秋
鉄
Ｏ
Ｂ(

秋
田

市)

、
東
北
肥
料(

同)

、
西
明
寺
Ｏ

Ｂ(

西
木
村)

、
角
球
ク
ラ
ブ(

大
曲

市)
、
和
田
ク
ラ
ブ（
河
辺
町
）の
８

つ（
市
町
村
名
は
当
時
）だ
っ
た
。

　
み
ぞ
れ
に
見
舞
わ
れ
た
決
勝
戦

は
田
沢
湖
駒
陽
ク
ラ
ブ
と
船
川
Ｏ

Ｂ
の
間
で
争
わ
れ
た
。
乱
打
戦
の

末
、
10
―
10
の
３
回
終
了
時
で
日

没
と
降
雨
に
よ
る
両
チ
ー
ム
優
勝

と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

　
大
会
に
は
特
殊
な
ル
ー
ル
が
い

く
つ
か
あ
る
。
そ
の
最
も
重
要
な

の
が
「
出
場
選
手
９
人
の
合
計
年

齢
が
常
に
５
０
０
歳
を
超
え
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
に
は
計
算
を
誤
り

「
年
齢
不
適
」
と
し
て
没
収
試
合

と
な
り
、
苦
渋
を
な
め
た
チ
ー
ム

も
あ
っ
た
。

　
当
初
は
既
存
の
学
童
野
球
ル
ー

ル
に
、「
55
歳
ま
で
の
投
手
は
３
イ

ニ
ン
グ
、
56
歳
以
上
は
フ
リ
ー
」

「
選
手
交
代
は
自
由
」
の
２
項
目
を

加
え
た
ル
ー
ル
だ
っ
た
。

　
野
球
を
愛
す
る
プ
レ
ー
ヤ
が
野

球
を
楽
し
め
る
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
ル
ー
ル
か
ら
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
遊
び
心
が
感
じ
ら
れ
る
。
多

く
の
選
手
、
幅
広
い
年
齢
層
が
楽

し
め
る
５
０
０
歳
野
球
。
こ
の
大

会
は
日
本
の
５
０
０
歳
野
球
の
先

駆
け
的
存
在
で
あ
り
、
年
々
参
加

チ
ー
ム
を
増
や
し
続
け
て
い
る
。

昭和23年神岡町生まれ。

昭和43年から神岡野球連盟（当時）の事

務局を務め、500歳野球の立ち上げから

現在まで大会役員として尽力。

中川原での紅白試合から現在まで、全

県500歳野球についてすべてを知り尽

くす一人。

「地元に眠る財産を掘り起こした事業は

長続きします。神岡の場合は『野球』が

それだったんですね」と話す。

５日間、161試合の大熱戦。優勝という栄冠に輝くのはたったの１チーム。 スギッチとだけ丸くんも応援。

大仙市野球連盟神岡支部

理事長　伊 藤   久

神
宮
寺
に
は
本
当
の

野
球
好
き
が
い
る
も
ん
だ

中川原での紅白試合の記念写真。

み
ぞ
れ
の
中
の
乱
打
戦

遊
び
心
が
参
加
者
増
や
す
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記
　
録

「
往
年
の
名
プ
レ
イ
ヤ
ー

　
　
　
そ
の
名
に
恥
ぬ
記
録
そ
し
て
記
憶
」
　

数
々
の
個
人
賞
に
輝
く
／
斎 

藤 

秀 

敏 

さ
ん (

大
曲
ク
ラ
ブ
）■さいとう　ひでとし

昭和14年西仙北町生まれ。
500 歳野球では第11 回大会から出場し、初出場で
チーム優勝と最高殊勲選手賞を受賞。大曲クラブの
黄金期を築き上げた。
現在は、大曲クラブの選手兼監督。
（大曲地域大花町・67歳）

　連覇を含む３回の優勝と準優勝１回

を経験し、最高殊勲選手賞２回、最優

秀投手賞２回、敢闘賞１回を受賞して

いる。３度目の優勝となる18回大会、

5 7 歳で秋田市の金砂クラブ相手に

ノーヒットノーランを達成している。

　「一番の思い出は」という問いに、大

会期間中のチームメートの急死と答え

る。みんなからは「鉄人」と呼ばれ、そ

の大会でも大活躍していた球友との別

れだった。

　「長い野球人生の中で喪章を着けて試

合をしたのはあれが初めてでした。

チームはベスト４まで勝ち進み、優勝

まであと２試合。明日も頑張ろうと球

場を後にしようとしたとき、彼がみん

なで集合写真を撮ろうと言い始めまし

た。虫の知らせだったのか、その夜、彼

は帰らぬ人となりました」とその時の

写真を大切そうに見せてくれた。

　「翌日の試合は棄権することに決めて

いましたが、彼の家族の強い意思で試

合を行うことになりました。しかし今

思えば良い供養になったと思います」

とほろ苦い思い出を懐かしむ。

　個人賞保持者として出場選手の中で

１、２を争う斎藤さん。「ピッチャーは

受賞しやすいポジション。仲間の頑張

りや活躍があって勝利でき、受賞でき

るのだと思います。チームプレーそれ

が野球でしょう」とほほえんだ。

最
年
長
本
塁
打
、
３
投
手
に
よ
る
完
全
試
合
、
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
な
ど

今
年
も
数
々
の
記
録
が
生
ま
れ
た

一
投
一
打
に
真
剣
に
取
り
組
む
が
ゆ
え
に

す
ば
ら
し
い
記
録
、
忘
れ
え
ぬ
記
憶
が
生
ま
れ
る

大
仙
市
の
偉
大
な
伝
説
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
話
を
伺
っ
た
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４
打
席
連
続
本
塁
打
／
森 

川 

幸 

雄 

さ
ん (

角
球
ク
ラ
ブ
）

　平成５年の15回大会において前人

未踏の大記録が達成された。４打席連

続本塁打。すべてレフト方向への柵越

えホームランだった。

　記録を達成したときは４番打者とし

て出場。２回戦の高清水野球クラブ

（秋田市）で２本、続く３回戦の仁賀保

球友会で２本、２試合にわたる４打席

連続という偉業を達成した。

　「調子が良かったというよりは、疲れ

ていたので力まずスイングできたのが

よかったと思います」と謙遜する。

　記録への意識はなかったが３本目ぐ

らいから声援があり、周りが騒がしく

なったという。「４本目の打席は試合

の大勢がほぼ決まっていたので、でき

たらという思いで狙いました。狙い球

のカーブを迷わずスイング。薄暗くな

りかけた外野に白球が消えていったの

を覚えています」。

　前の打者でゲームセットとなり、残

念ながら５打席連続を狙う機会を失っ

たが、試合終了後の選手整列に監督が

いないことに気がついた。

　「中川原球場のまわりは田畑になって

いて、監督はホームランボールをわざ

わざ拾いに行ったため整列できなかっ

たんです。監督から記念にボールを手

渡されたときはうれしかったです。仲

間の気持ちが詰まった一生の宝物で

す」と少年のような笑顔を見せた。

■もりかわ　ゆきお
昭和16年大曲市生まれ。
第１回大会から連続出場の名門角球クラブ入部当初
からクリーンアップとして活躍。２試合にわたり４
打席連続本塁打を記録。
現在は角球クラブの選手兼副会長。
（大曲地域角間川・65歳）

ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
／
今  

金 

雄 

さ
ん (

し
ん
ま
ち
Ｏ
Ｂ
）

　57歳で臨んだ19回大会の天王ＯＢ

戦でノーヒットノーランを達成。15回

大会では地元チームとして初優勝を経

験し、最優秀投手賞に輝いている。

　ピッチャーは中学３年からで、大曲

農業高校では１年生からエースとして

活躍した。その年の春、夏の全県大会

では準優勝。開校以来の大躍進に大曲

仙北が沸いた。決め球はアウトコース

低めのストレート。とにかく球が速

く、新聞には「県南に今あり」「大農の

若武者」などの文字がおどった。

　時代の寵児となった今さんだが、高

校時代に一つだけ悔やまれるプレーが

ある。今でもその時の状況を鮮明に思

い出され、その後の野球に生きている

という。

　「慢心からでしょうね。その一球で

チームは負けてしまいました。野球に

おいて個人プレーはご法度なんです」

と遠くを見つめる。「野球はチームス

ポーツ。球場に足を運んでくれる応援

団や地元の人たちの期待に応え、喜ん

でもらうためには与えられた仕事を

黙々とこなし、自分の役割を果たさな

ければなりません」と話す。

　記録達成についても、「記録を意識

せずにただ投げただけです。仲間を信

じてプレーした結果がノーヒットノー

ランにつながっただけです」と照れ笑

いする。

■こん　かねお
昭和15年神岡町生まれ。
大曲農業高校では１年生からエース。
第15回大会では地元チーム初となる優勝を経験。19
回大会の天王ＯＢ戦でノーヒットノーランを達成。
現在は、しんまちＯＢの選手兼コーチ。
神岡地域北楢岡・66歳
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大
会
期
間
中
、
ど
こ
の
球
場
に
行
っ
て
も

「
か
が
や
き
」
と
書
か
れ
た
青
い
帽
子
と
ベ
ス

ト
を
身
に
付
け
て
写
真
撮
影
し
て
い
る
人
た
ち

が
い
る
。
新
聞
販
売
と
地
域
の
情
報
誌
を
制
作

し
て
い
る
有
限
会
社
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
サ
サ
キ
の

み
な
さ
ん
だ
。
今
年
は
15
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
１

６
１
試
合
す
べ
て
を
記
録
撮
影
し
、
そ
の
数
は

軽
く
１
万
枚
を
超
え
る
と
い
う
。

　「
な
ぜ
こ
ん
な
に
人
が
集
ま
る
の
だ
ろ
う
」

と
い
う
疑
問
が
活
動
の
原
点
だ
っ
た
。
そ
の

疑
問
を
解
決
す
る
た
め
、
24
回
大
会
前
に
各

チ
ー
ム
の
取
材
に
出
か
け
た
。

　「
素
朴
な
思
い
が
出
発
点
で
し
た
。
そ
れ
を

解
決
す
る
こ
と
が
ま
ち
お
こ
し
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
野
球

交
流
だ
け
で
な
く
選
手
と
普
段
か
ら
気
軽
に

声
を
掛
け
合
え
る
仲
間
に
な
り
た
い
と
考
え

ま
し
た
」
と
社
長
の
佐
々
木
康
浩
さ
ん
。

　
各
チ
ー
ム
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を

手
始
め
に
、
翌
25
回
大
会
か
ら
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
を
始
め
た
。
そ
し
て
昨

年
の
８
月
か
ら
は
紙
媒
体
の
秋
田
げ
ん
き
情

報
誌
「
か
が
や
き
」
を
発
行
し
た
。
中
高
年
の

野
球
大
会
の
情
報
を
中
心
に
秋
田
の
元
気
を

発
信
す
る
年
４
回
の
季
刊
誌
は
、
選
手
は
も

と
よ
り
そ
の
家
族
に
も
人
気
が
あ
る
。

　「
取
材
を
通
し
て
い
ろ
ん
な
方
々
と
巡
り
会

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
野
球
以
外
に
つ

い
て
も
人
生
の
先
輩
と
し
て
話
を
聞
け
る
の

で
楽
し
い
で
す
」
と
編
集
長
の
真
崎
か
お
り

さ
ん
は
そ
の
魅
力
を
語
る
。

　
現
在
、
11
月
25
日
発
行
予
定
に
む
け
次
号

制
作
の
真
っ
最
中
。「
こ
れ
か
ら
も
永
遠
の
球

児
た
ち
を
追
い
続
け
ま
す
。
元
気
と
『
か
が
や

き
』
を
与
え
続
け
る
夢
集
団
と
し
て
写
真
と

記
録
を
撮
り
続
け
、
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
ス

タ
ッ
フ
は
目
を
輝
か
せ
る
。

　
は
ん
て
ん
姿
で
太
鼓
を
た
た
き
応
援
す
る

人
が
い
る
。
背
中
に
は
「
誠
」
と
「
大
浦
ク
ラ

■秋田げんき情報誌「かがやき」
有限会社 トピックス・ササキ

（神岡地域・神宮寺）

24回大会から500歳野球の情報を発
信。オリジナルカレンダー、ホーム
ページ、情報誌「かがやき」を発行し
ながら、秋田の元気を伝えている。
「野球については素人の集まりです
が、スタッフ全員がその魅力には
まっています」と話す。

永
遠
の
球
児
を
追
い
か
け
た
い

選
手
と
と
も
に
勝
利
を
つ
か
む

応　援
「永遠の球児を

応援し続けます」

全試合記録するトピックス
のスタッフ。

トピックス・ササキで制作した500歳野球を
中心とした情報誌の数々。

県内の各選手と気軽に話し
合える仲間になった。
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球
友
無
限 

― 

全
県
５
０
０
歳
野
球
大
会 

―

■大浦クラブ応援団長
斉 藤  始 さん

（神岡地域・神宮寺）

トレードマークのはん
てん姿で観客を巻き込
み大浦クラブの応援を
続ける。
「野球はまさにお祭り、
自然に体が燃え上がっ
てきます」と話す。

■ボランティアスタッフ
小 林 久 子 さん
（神岡地域・神宮寺）

大学ではチアリーダー
部に所属するほど野球
が大好き。
「選手、観客、記録員な
どから分かりやすかっ
たと言われるアナウン
スに努めたい」と話す。

ブ
応
援
団
長
」
と
い
う
文
字
が
踊
る
。

　
野
球
経
験
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
の
、
と

に
か
く
野
球
観
戦
が
大
好
き
な
斉
藤
始
さ
ん
。

応
援
団
長
に
な
っ
た
の
は
６
、
７
年
前
。
大
浦

ク
ラ
ブ
の
選
手
か
ら
応
援
依
頼
を
受
け
た
の

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　「
プ
ロ
、
ア
マ
問
わ
ず
野
球
観
戦
が
大
好
き

で
、
応
援
グ
ッ
ズ
を
片
手
に
球
場
に
足
を
運

び
ま
す
。
一
投
一
打
に
心
が
騒
ぎ
野
球
に
の

め
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
」
と
野
球
好
き
を

披
露
す
る
。

　
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
は
ん
て
ん
は
京
都
に

遊
び
に
行
っ
た
時
に
購
入
し
た
土
産
の
品
。

最
初
は
大
浦
ク
ラ
ブ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
利

用
し
て
い
た
が
、
目
立
た
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
現
在
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
。

　
今
年
の
大
浦
ク
ラ
ブ
は
２
回
戦
か
ら
登
場
。

若
美
Ｏ
Ｂ
会
に
見
事
な
逆
転
勝
利
を
収
め
波

に
乗
り
、
地
元
チ
ー
ム
と
し
て
久
し
ぶ
り
と

な
る
ベ
ス
ト
16
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
。
若
美
戦

で
は
３
点
を
追
う
３
回
、
３
番
４
番
の
連
続

本
塁
打
で
１
点
差
に
詰
め
寄
り
流
れ
を
つ
か

み
、
次
の
回
に
５
点
を
挙
げ
て
逆
転
に
成
功

し
た
。
大
浦
ク
ラ
ブ
の
底
力
を
見
せ
た
試
合

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
陰
に
は
斉
藤
さ
ん
を
は

じ
め
と
し
た
地
元
応
援
団
が
選
手
を
鼓
舞
し

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
選
手
か
ら
は
「
毎
回
応
援
ス
タ
イ
ル
を
変

え
て
」
と
い
う
厳
し
い
注
文
も
あ
る
と
い
う
。

　「
反
省
会
で
選
手
か
ら
応
援
に
元
気
が
な

か
っ
た
な
ど
と
い
わ
れ
な
い
よ
う
来
年
も
頑

張
り
た
い
」。
来
年
に
向
け
て
斉
藤
さ
ん
の
準

備
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　
２
年
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

務
め
る
小
林
久
子
さ
ん
。
昨
年
か
ら
メ
ー
ン

会
場
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
任
さ
れ
た
。
彼
女
の

正
確
で
聞
き
取
り
や
す
い
声
が
ス
タ
ン
ド
に

響
き
渡
る
。

　
野
球
が
大
好
き
な
小
林
さ
ん
。
野
球
関
係

の
何
か
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
た
矢
先
、

広
報
誌
で
ス
タ
ッ
フ
募
集
記
事
を
目
に
し
て

迷
わ
ず
応
募
し
た
。

　
５
０
０
歳
野
球
の
内
容
を
良
く
理
解
し
な
い

ま
ま
臨
ん
だ
１
年
目
。
め
ま
ぐ
る
し
い
選
手
交

代
や
進
行
が
速
い
大
会
に
お
い
て
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
追
い
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、「
素
人

だ
か
ら
し
か
た
な
い
」
と
い
っ
た
甘
え
の
気
持

ち
が
ど
こ
か
に
あ
っ
た
。
し
か
し
今
年
、
試
合

進
行
が
放
送
さ
れ
な
い
郡
市
５
０
０
歳
野
球
大

会
に
足
を
運
ん
だ
際
に
耳
に
し
た
「
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
な
い
か
ら
試
合
が
分
か
り
づ
ら
い
」
と
い

う
選
手
の
言
葉
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
ア
ナ
ウ

ン
ス
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
た
。

　「
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
選
手
の
励
み
と
な
り
試
合

の
雰
囲
気
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
観
客
や
記
録

員
に
と
っ
て
放
送
が
必
要
で
大
切
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」
と
自
分
の
浅
は

か
さ
を
反
省
し
た
。

　
今
年
の
大
会
は
正
確
に
、
そ
し
て
迅
速
に

ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。

　「
私
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
試
合
が
で
き
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
く
れ
る
選
手
が
一
人
で
も

い
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

た
。 ア

ナ
ウ
ン
ス
を
通
し
て
応
援
し
た
い

小林さんの分かりやすい
アナウンスが球場に響く。

斎藤さんの応援グッズ。 大浦クラブの大逆転に沸く
応援団。
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技術と頭脳の戦い
経験を積み
野球を知りつくした
ベテランチーム同士の
ぶつかり合い

年齢を感じさせない
「走」「攻」「守」。
巧みなプレーが
観衆を魅了する。

１点の重みが
分かるからこそ
次に繋がる
プレーができる。

12



球
友
無
限 
― 

全
県
５
０
０
歳
野
球
大
会 

―

野球にかける思い
熱いプレーの数々

仲間と野球ができる喜び　
勝利は必ずしも目標ではない
一試合でも多く…
その思いはプレーとなって現れる

熱  闘
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秋
銀
ク
ラ
ブ
の
２
連
覇
で
幕
を

閉
じ
た
今
年
の
大
会
。
決
勝
戦
前

の
両
軍
ベ
ン
チ
か
ら
は
張
り
薬
の

臭
い
が
し
た
。
決
勝
ま
で
の
厳
し

い
戦
い
を
勝
ち
進
ん
で
き
た
両
軍

選
手
に
と
っ
て
、
連
戦
は
気
力
体

力
を
奪
い
、
疲
労
は
ピ
ー
ク
に
達

し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
50
歳
を
過
ぎ
た
今
で
も
野
球
に

の
め
り
込
む
選
手
た
ち
。
そ
の
一

投
一
打
に
か
け
る
姿
は
少
年
時
代

と
変
わ
ら
な
い
が
、
そ
こ
ま
で
彼

ら
を
駆
り
立
て
る
も
の
は
何
だ
ろ

う
。

　
勝
利
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に

は
野
球
に
対
す
る
ひ
た
む
き
な
愛

情
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
５
０
０
歳
野
球
の
出
発
点
で

あ
る
、
昔
か
ら
の
仲
間
と
白
球
を

● 

取
材
を
終
え
て 

●

14



追
い
か
け
る
楽
し
さ
は
未
来
永
劫

変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　
少
年
の
よ
う
に
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
方
々

が
共
通
し
て
口
に
す
る
の
は「
野
球

が
大
好
き
」
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。

　
懐
か
し
そ
う
に
、
そ
し
て
楽
し

そ
う
に
語
っ
て
く
れ
る
み
な
さ
ん

か
ら
野
球
に
対
す
る
愛
情
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
は

つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
や
若
々
し

い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
は
、
見
る
も

の
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
た
。

　
高
齢
化
が
進
む
現
在
で
は
あ
る

が
、
一
方
で
は
誰
も
が
自
分
の
好

み
や
体
力
に
合
わ
せ
て
、
気
軽
に

楽
し
め
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
へ

の
関
心
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。

少
年
時
代
の
思
い
出
を
胸
に
、
楽

し
み
な
が
ら
の
健
康
づ
く
り
、
仲

間
づ
く
り
が
可
能
な
こ
の
大
会
の

果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
意
義
深

い
も
の
が
あ
る
。

　「
球
友
無
限
」
。
衰
え
る
こ
と
を

知
ら
な
い
白
球
を
追
い
続
け
る

心
。
永
遠
の
球
児
た
ち
を
心
か
ら

応
援
す
る
と
と
も
に
、
来
年
ま
た

嶽
山
の
下
で
再
会
で
き
る
こ
と
を

今
か
ら
楽
し
み
に
し
た
い
。

特
集
／
全
県
５
０
０
歳
野
球
大
会

　
　「
球
友
無
限
」(

終
わ
り)
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市役所からの

大
仙
市
の

文
化
財
め
ぐ
り

◎
東
部
・
西
部
の
２
コ
ー
ス
か
ら

　
市
内
の
貴
重
な
文
化
財
を
め
ぐ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
昨
年
好
評
だ
っ
た
「
文
化
財
め
ぐ
り
」
。

　
今
年
は
東
部
・
西
部
の
２
コ
ー
ス
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
大
仙
市
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

東部コース（11月 13日）
西仙北総合支所集合・出発（9:00）→県指定石
造五重の棟→国重要文化財古四王神社→国指定
池田氏庭園→仙北ふれあい文化センター（12:00
～ 13:00）→市指定法隆寺金堂壁画模写→市指
定水板倉→市指定佐竹北家御霊屋・絵画雲龍→
西仙北総合支所着・解散（16:00）

期日／【西部】11月６日（月）【東部】11月13日（月）
時間／午前９時～午後４時

定員／【西部】20人【東部】30人

参加費／1,000円（昼食・見学料含む）

申込受付開始／10月18日（水）午前８時30分～

【問い合わせ・申し込み】文化財保護課☎0187-63-8972まで

西部コース（11月６日）
仙北ふれあい文化センター集合・出発（9:00）→
宝蔵寺大槻（ケヤキ）→県指定一理塚→県指定
唐松神社・杉並木→西仙北公民館（12:00～13:
00）→県指定舞楽二の面→国登録強首樅峰苑→
国登録伊藤家住宅→仙北ふれあい文化センター
着・解散（16:00）

訂正とおわび
　10月１日号の５ページ、愛犬の予
防注射で南外地域の期日が掲載され
ていませんでした。
　南外地域の注射は10月19日（木）
に各会場で行われます。詳しい時間に
ついては10月１日号をご覧ください。

昨年行われた文化財めぐり
（仙北地域の払田柵跡）。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
か
み
お
か

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
神
岡
地
域
の
愛
幸
園
に
併
設
す
る
ケ
ア
ハ

ウ
ス
か
み
お
か（
平
成
11
年
建
設
）の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。
食
事
・
浴
室
の
提
供
や
入
浴
の

準
備
、
生
活
相
談
と
い
っ
た
日
常
生
活
上
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
入
居
資
格
／
60
歳
以
上
で
独
立
し
た
生
活

や
自
炊
は
困
難
だ
が
、
そ
の
他
の
日
常
生

活
は
可
能
な
方

◆
利
用
料
／
月
額
８
万
円
〜
15
万
円
程
度

（
食
事
代
含
む
、
自
室
分
電
気
代
別
）

※
入
居
者
の
収
入
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◆
入
居
予
定
日
／
随
時
面
接
を
行
い
、
選
考

結
果
と
入
居
日
を
連
絡
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
幸
園

☎
０
１
８
７（
87
）１
０
８
０
ま
で

　
Ｊ
Ｒ
秋
田
支
社
の
「
駅
舎
コ
ン
パ
ク
ト
計

画
」
に
合
わ
せ
、
羽
後
四
ツ
屋
駅
の
乗
車
券

簡
易
委
託
販
売
が
18
年
度
限
り
で
終
了（
無

人
化
）の
予
定
で
す
。
そ
れ
に
伴
う
住
民
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
10
月
24
日（
火
）午
後
６
時
〜

◆
会
場
／
こ
が
ね
児
童
館

【
問
い
合
わ
せ
】

総
合
政
策
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
３
６
ま
で

四
ツ
屋
駅
の
無
人
化
住
民
説
明
会

乗
車
券
簡
易
委
託
販
売
が
終
了
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大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111
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各
コ
ー
ス
に
よ
る
１
年
ま
た
は
２
年
の
農

業
研
修
で
す
。
研
修
生
に
は
市
や
県
か
ら
研

修
奨
学
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
農
業
者
研
修
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
研
修
コ
ー
ス
／
作
物
・
畜
産
・
果
樹
・
花
き

◆
研
修
期
間
／
１
年
ま
た
は
２
年

◆
申
込
受
付
期
限
／
10
月
26
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

各
総
合
支
所
農
林
振
興
課

農
林
振
興
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
４
４
ま
で

　
東
北
公
益
文
科
大
学
に
よ
る
２
回
目
の
公
開

講
座
で
す
。

　
今
回
は
健
康
に
役
立
つ
講
座
も
用
意
し
ま
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
10
月
26
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜

◆
会
場
／
太
田
文
化
プ
ラ
ザ
（
太
田
庁
舎
隣
り
）

◆
講
演
・
講
師
／

①
老
化
と
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
そ
の
予

防
・
平
松
緑
教
授

②
自
分
も
人
も
大
切
に
す
る
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
・
三
原
容
子
教
授

【
問
い
合
わ
せ
】

太
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎
０
１
８
７（
88
）１
１
１
２
ま
で

東
北
公
益
文
化
大
学
公
開
講
座

公
益
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
農
業
者
研
修
生
募
集

担
い
手
の
確
保
と
育
成

　
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
方
の
た
め
の
巡
回
相

談
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
10
月
26
日（
木
）午
前
９
時
30
分
〜

正
午

◆
会
場
／
大
曲
仙
北
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
持
参
す
る
も
の
／
身
体
障
害
者
手
帳
、印
鑑

【
問
い
合
わ
せ
】

援
護
福
祉
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
６
８
ま
で

◆
募
集
住
宅
／
天
神
前
市
営
住
宅
一
般
向
け

１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
・
Ｓ
50
建
設
）

◆
入
居
資
格
／
①
同
居
す
る
親
族
が
い
る

方
。
た
だ
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
は

単
身
で
も
入
居
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
③
収
入
が
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
る
収
入
基
準
以
下
の
方

④
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
方
⑤
市
内
に

居
住
す
る
連
帯
保
証
人
が
い
る
方

◆
家
賃
／
入
居
者
の
収
入
や
住
宅
の
設
備
等

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
限
／
10
月
25
日（
水
）ま
で
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◆
入
居
予
定
日
／
11
月
１
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

西
仙
北
総
合
支
所
建
設
課

☎
０
１
８
７（
75
）２
９
７
１
ま
で

西
仙
北
地
域
の
市
営
住
宅

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
方
の
た
め
に

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
遺
族

年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
、
次
の

優
先
順
位
で
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
優
先
順
位
／
①
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で

に
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
②
戦

没
者
等
の
子
③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
が

あ
っ
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹（
姓

が
変
わ
っ
た
方
、
遺
族
以
外
と
養
子
縁
組

し
て
い
る
場
合
を
除
く
）④
③
以
外
の
父

母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
⑤
三
親
等
内

の
親
族
で
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
が
あ
っ
た
方

◆
支
給
額
／
年
額
４
万
円（
10
年
間
）

◆
請
求
期
限
／
平
成
20
年
３
月
31
日

【
問
い
合
わ
せ
・
請
求
】

各
総
合
支
所
市
民
課（
大
曲
庁
舎
は
社
会
福
祉
課
）

社
会
福
祉
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
５
８
・
１
６
２
ま
で

　
仙
北
地
域
で
11
月
に
河
川
雑
木
伐
採
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
伐
採
し
た
雑
木
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
仙
北

総
合
支
所
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
受
付
期
限
／
10
月
31
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

仙
北
総
合
支
所
建
設
課
☎
０
１
８
７（
63)

３
０
０
３
内
線
２
３
０
ま
で

伐
採
雑
木
を
無
料
で
提
供

河
川
雑
木
伐
採
工
事
に
伴
う
雑
木

戦
没
者
等
の
特
別
弔
慰
金

申
請
は
お
済
み
で
す
か
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市役所からの

小野花子(秋田県) 千葉栄人(岩手県)

小田島淳美(宮城県) 福本恵美(福島県)今泉侃惇(山形県)

「東北六県民謡日本一唄くらべ」主な出演者。

　
大
曲
市
民
会
館
の
自
主
事
業
と
し
て
、
日

本
一
に
輝
い
た
東
北
の
民
謡
歌
手
を
迎
え
、

豪
華
な
民
謡
の
唄
く
ら
べ
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
３
日（
日
）正
午
開
演

◆
日
時
／
大
曲
市
民
会
館

◆
入
場
料
／
１
０
０
０
円（
全
席
自
由
）

◆
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
日
／
10
月
26
日（
木
）

◆
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
／
榊
田
楽
器
店
、
榊
田
分

店
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
シ
テ
ィ
大
曲
、
タ
カ
ヤ

ナ
ギ
イ
ー
ス
ト
モ
ー
ル
、
美
音
社
本
店
、

大
曲
市
民
会
館
、
中
仙
市
民
会
館
（
ド
ン

パ
ル
）
、
協
和
市
民
セ
ン
タ
ー
（
和
ピ
ア
）
、

仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

大
曲
市
民
会
館（
月
曜
休
館
）

☎
０
１
８
７（
63
）８
７
６
６
ま
で

東
北
六
県
民
謡
日
本
一
唄
く
ら
べ

民
謡
日
本
一
に
輝
い
た
歌
い
手
の
共
演

出
稼
ぎ
労
働
者
支
援
事
業

健
康
診
断
費
用
を
全
額
負
担
し
ま
す

　
来
年
３
月
31
日
ま
で
に
出
稼
ぎ
前
の
健
康

診
断
を
受
け
た
方
の
健
康
診
断
費
用
を
全
額

負
担
し
ま
す
。
健
康
診
断
の
結
果
は
希
望
先

に
郵
送
し
ま
す
。

◆
医
療
機
関
で
の
手
続
き
／
「
出
稼
ぎ
手

帳
」「
健
康
診
断
の
用
紙
」「
封
筒
」
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
手
帳
内
の
記
入
が
必
要

な
方
は
医
療
機
関
へ
の
依
頼
が
必
要
で
す
。

◆
申
し
込
み
方
法
／
商
工
観
光
課
・
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
に
出
稼
ぎ
手
帳
の
交
付

依
頼
の
際
、
健
康
診
断
の
受
診
希
望
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課（
出
稼
ぎ
相
談
所
）

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
４
９
ま
で

出
稼
ぎ
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関

【
大
曲
】
大
曲
中
通
病
院
、
大
曲
み
な
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

山
下
医
院
、
花
園
病
院
、
下
山
胃
腸
科
内
科
医
院
、
中

島
内
科
医
院
、
池
田
医
院
、
佐
々
木
内
科
医
院
、
斎
藤

内
科
医
院
、
仲
村
内
科
胃
腸
科
医
院
、
た
か
は
し
内
科

循
環
器
科
医
院
、
荒
井
医
院
、
秋
田
厚
生
会
仙
北
、
高

階
医
院
、
伊
藤
内
科
医
院
、
高
津
内
科
医
院
、
吉
方
内

科
医
院
、
三
浦
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
木
村
医
院
、
荒
川
医
院

【
神
岡
】
神
岡
診
療
所

【
西
仙
北
】
佐
藤
医
院
、
藤
本
医
院
、
黒
澤
医
院
、
生
和

堂
医
院

【
中
仙
】
滑
川
医
院
、
石
井
内
科
胃
腸
科
医
院

【
協
和
】
協
和
病
院
、
豊
島
医
院
、
佐
藤
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

【
南
外
】
伊
藤
医
院
、
八
嶋
医
院

【
仙
北
】
柳
田
医
院
、
後
藤
内
科
医
院

【
太
田
】
太
田
国
民
健
康
保
険
診
療
所

八戸美奈子(青森県)八戸美奈子(青森県)
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大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111

DAISEN City Public Relations  2006.10.16

　
ユ
ニ
カ
ー
ル
や
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
な

ど
で
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
誰
で
も
無
理
な

く
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

◆
対
象
／
大
仙
市
民
で
小
学
生
以
上
の
方

◆
日
時
／
11
月
11
日（
土
）午
前
９
時
受
け
付

け
開
始

◆
会
場
／
大
曲
体
育
館
（
大
曲
庁
舎
隣
り
）

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
受
付
期
限
／
10
月
27
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
２
２
ま
で

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

健
康
増
進
と
世
代
間
交
流

　
10
月
か
ら
利
用
者
負
担
額
が
原
則
１
割
に

な
り
ま
し
た
が
、
年
金
の
受
給
額
に
よ
っ
て

は
負
担
上
限
額
が
異
な
り
ま
す
。

　
補
装
具
・
日
常
生
活
用
具
の
申
請
に
は
年

金
の
源
泉
徴
収
票
等
（
平
成
17
年
分
の
障
害
年

金
等
の
支
払
額
）
の
確
認
が
必
要
で
す
。

　
申
請
の
際
は
年
金
の
源
泉
徴
収
票
等
の
持

参
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

援
護
福
祉
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
６
８
ま
で

補
装
具
・
日
常
生
活
用
具
の
申
請

年
金
の
源
泉
徴
収
等
の
添
付
が
必
要

　
６
月
開
会
の
市
議
会
の
同
意
を
得
て
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁

護
委
員
の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

小林 綾子 さん
神岡地域神宮寺・57歳

新任

　橋 弘毅 さん
南外地域小出・66歳

再任 大
仙
市 

人
権
擁
護
委
員

　
除
雪
車
に
よ
り
出
入
り
口
に
寄
せ
ら
れ
た

雪
を
取
り
除
く
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
除
雪
車
以
外
の
原
因
で
発
生
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
除
雪
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ま
た

利
用
料
は
市
民
税
の
課
税
・
非
課
税
世
帯
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

◆
対
象
／
高
齢（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）や
身
体

上
の
理
由
に
よ
り
自
力
の
除
雪
が
困
難
な

世
帯
で
、
親
族
や
近
隣
者
か
ら
除
雪
の
援

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯

◆
期
間
／
12
月
10
日
（
日
）
か
ら
３
月
10
日

（
土
）ま
で

◆
利
用
料
／

【
協
和
地
域
】
１
回
２
０
０
円
〜
３
０
０
円

【
協
和
地
域
以
外
】
１
シ
ー
ズ
ン
８
０
０

０
円
〜
１
万
２
０
０
０
円

◆
申
込
受
付
期
限
／
11
月
22
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

各
総
合
支
所
市
民
課

援
護
福
祉
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
７
０
・
１
７
１
ま
で

高
齢
者
等
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業

除
雪
後
の
出
入
り
口
を
確
保

除雪車によって寄せられた、
出入り口の雪を取り除きます。
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　９月24日、大曲市民会館を会場に、NHK秋田

放送局の「ふるさと競演～大仙市vs仙北市」の公

開収録が行われました。

　「ふるさと競演」は、それぞれの地域に住んでいる

みなさんがゲスト歌手の応援団長と一緒に、地域

自慢、芸能自慢などを対抗戦形式で繰り広げる、明

るく楽しいです番組です。今回の応援団長は松原

のぶえさんと石原詢子さん。

　大仙市からは「花館新舞踏同好会」や「大曲太

鼓道場」のみなさん、市内各地域の小学生たちな

どたくさんの方々が出演しています。番組は11月

10日(金)午後７時30分～８時43分、NHK総合

テレビで放送される予定です。大仙市と仙北市、

果たして勝利したのは？

　太田北小学校の４年生８人が「ショートボランティ

ア」として、さまざまな福祉活動を体験しました。これ

は、総合学習で福祉について学びたい子どもたちのた

めに、社会福祉協議会太田支所（草�太郎支所長）が企

画したものです。

　子どもたちは、園児の遊び相手になったり、高齢者の

方に弁当を届ける

など、さまざまな

体験をしました。

太田北小学校ボランティア体験
小学生がショートボランティア

弁当配達では、お年
寄りの方に声をか
けられ、はにかむ子
どももいました。

会議では、さまざま
な意見が出され、活
発な議論が交わされ
ました。

　９月15 日「花館地域いきいきビジョン策定事業会

議」が行われ、大曲地域花館地区の方々が今後の地区ま

ちづくりについて考えました。

　当地区には「川を渡るぼんでん」や「サケのふ化場」

などがあり、昔から雄物川と係わりの深い場所。会議で

は、これらの特色を生かしたまちづくりを進め、地区を

活性化するための

方法について話し

合われました。

地区の特産を生かしたまちづくり

ＮＨＫ公開録画「ふるさと競演」

明るく、楽しく。地域の情報を発信！

大仙市と仙北市。勝利したのは…？
結果は番組でどうぞ！

　９月17日、大曲仙北広域交流センターを会場に

大仙市民将棋大会が行われました。県内各地から

175人の将棋愛好家が訪れ、盤上で静かな熱戦を

繰り広げました。結果は次のとおりです。

【Ａ級（参加43人）】▼１位＝鈴木忠男（秋田市）▼２位

＝鈴木勝裕（同）▼３位＝大井暢（同）▼４位＝松井啓治

（雄勝郡）▼５位＝半田駿介（秋田市）【Ｂ級（参加52人）】

▼１位＝大山彰（秋田市）▼２位＝竹井正人（同）▼３位

＝小野寺新一（湯沢市）▼４位＝高橋秀一（秋田市）▼５

位＝土田則和（同）【Ｃ級（参加70人）】▼１位＝小柵木

健治（横手市）▼２位＝成田由春（秋田市）▼３位＝佐藤

金五郎（同）▼４位＝幡宮昭男（南秋田郡）▼５位＝須田

良助（大仙市）【初級（参加10人）】▼１位＝佐藤諒一（仙

北市）▼２位＝田中大貴（秋田市）▼３位＝田畑貴樹（同）

▼４位＝金純太（同）▼５位＝小濱貴文（同）　<敬称略>

大仙市民将棋大会

 盤上でせめぎ合う、直感と経験

花館地域いきいきビジョン策定事業会議

県内各地から集まった腕自慢
たちが、静かな熱戦を展開。
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　９月14日、中川原コミュニティー公園を会場に、八

幡神社祭典（神岡地域神宮寺）の奉納花火として「第27

回神岡南外花火大会」が行われました。

　地域のシンボル

である神宮寺嶽を

バックに色とりど

りの花火が空を飾

り、見物に訪れた観

客を魅了しました。

神岡南外花火大会
嶽山を背景に、打ち上がる夜の華

大仙市の花火技術の
高さを実感できる、
すばらしい大会とな
りました。

　９月23日、仙北みどり幼稚園（伊藤葉子園長・園児

数119人）の「どきどきわくわく運動会」が行われまし

た。当日は、園児たちの気持ちを表すかのように澄み

きった青空が広がる運動会日和。

　元気いっぱいに走る園児たちに、会場から大きな声

援と拍手が送られました。最後は、全園児でダンスを踊

り、楽しかった

運動会を締めく

くりました。

仙北みどり幼稚園運動会
６年ぶりの晴天の下、元気いっぱい

６年ぶりの晴天に
恵まれた運動会。
園児たちは元気
いっぱい楽しみま
した。

　９月10日、太田地域の東今泉青年会（小松一男会長・

96人）が、詩人でエッセイストである「あゆかわのぼ

る」さんを招いて講演会を行いました。

　あゆかわさんは「地域が元気になるには、若者が中心と

なって引っ張って行くことが必要」と独自の論を展開し

「どんなものであって

も他の地域とは違うも

ので勝負すべき」と話

しました。

東今泉青年会「地域のまちづくり講演会」

あゆかわさんの熱弁に、
参加者たちは熱心に耳
をかたむけていました。

講師は詩人のあゆかわのぼるさん

東北公益文科大学公開講座

２回目の公開講座は10月26日（木）
開催予定です。詳しくは、17ページ
をご覧ください。みなさんの参加を
お待ちしています。

協働の地域づくりについて学ぶ

　「長野のお祭り」として親しまれている長野神社の例

大祭が９月10日、11日に行われました。

　若衆に担がれたみこしは長野神社を出発し、町内を

練り歩きながら家々をまわります。若い力によって受

け継がれている　「長野のお祭り」。みこしを担ぐ20人

の若者たちの肩に

は、伝統の重みも

担がれているよう

に見えました。

長野神社例大祭

町内を練り歩くおみ
こし。沿道では地域
のみなさんから歓声
が上がりました。

１トンの「みこし」を担ぎ町内を練り歩く

　９月６日、太田

文化プラザで「東

北公益文科大学公

開講座」が開か

れ、市民など約

250人が参加しま

した。

　公開講座では、

小松隆二学長が講

演し「公益」とは

広く地域や人々の

ために役立つこと

と話し「本物のま

ちづくりは、行政

と住民が目標を共

有し、全員で『協

働』『協創』するこ

と」と指摘しまし

た。
　続いて、伊藤眞

知子教授による

「まちづくりと男
女共同参画」と題した講演や、小松学長や伊藤教

授、協和地域出身の進藤佳子さん（同大２年）らと

の意見交換会も行われ、まちづくりと公益につい

て熱心な意見が出される、実り多い公開講座とな

りました。
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あて先はこちらまで
（住所不要）

おおきなせなかに
お便り広場お便り広場お便り広場

おおきなせなかに
  

９
月
16
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

　道ばたにひっそりと

生息しているこの植物、

通称「のさばりっこ」。

　小学校の登下校時、友

だちとくっつけあって

遊びました。正に通学の

お供と言える存在。みな

さんはどうでしたか？

　
　
国
花
火
競
技
大
会
、
仕
事
の
都
合
で
20

　
　
年
前
に
現
地
で
見
物
し
て
以
来
、
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今

回
の
写
真
と
解
説
を
読
み
、
来
年
こ
そ
は
会

場
で
見
物
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
西
仙
北
地
域
・
69
歳
男
性
）

　
　
だ
に
大
曲
の
花
火
を
近
く
で
見
た
こ
と

　
　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回
の
広

報
の
写
真
を
見
て
本
当
に
感
銘
し
ま
し
た
。

一
瞬
の
時
を
写
し
た
写
真
、
き
れ
い
で
す
。

（
中
仙
地
域
・
60
歳
女
性
）

　
　
80
回
全
国
花
火
競
技
大
会
、
今
年
も
お

　
　
天
気
に
恵
ま
れ（
過
ぎ
て
？
）「
ス
バ
ラ

シ
ー
ッ
」
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
大
会
で

し
た
ね
。
わ
が
家
で
は
東
京
か
ら
弟
の
同
僚

が
遊
び
に
来
て
、
桟
敷
席
で
花
火
を
見
ま
し

た
が
、
み
な
さ
ん
昼
花
火
が
珍
し
か
っ
た
ら

し
く
感
激
し
て
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
特
集

「
誇
在
宴
」
良
い
タ
イ
ト
ル
で
す
ね
。

（
西
仙
北
地
域
・
55
歳
女
性
）

　
　
年
の
花
火
も
す
ご
か
っ
た
。
年
々
観
覧

　
　
客
が
増
え
、
地
元
で
も
見
に
行
く
の
が

大
変
で
す
。
大
仙
市
が
有
名
に
な
る
の
は
と

て
も
う
れ
し
い
の
で
す
が
、
も
う
昔
の
よ
う

に
の
ん
び
り
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

す
ね
ぇ
…
。
そ
う
思
う
と
、
ち
ょ
っ
と
寂
し

い
気
も
し
ま
す
。（

大
曲
地
域
・
36
歳
女
性
）

　
　
と
て
も
見
や
す
く
て
楽
し
み
に
し
て
い

　
　
ま
す
。
何
年
楽
し
め
る
で
し
ょ
う
か
？

（
大
曲
地
域
・
91
歳
女
性
）

　
　
回
、
表
紙
の
写
真
が
と
て
も
良
い
と
思

　
　
い
ま
す
。
気
持
ち
が
明
る
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
天
気
に
恵
ま
れ
「
大
曲

の
花
火
」
が
大
盛
況
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
で
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
写
真
は
本
当
に
き
れ
い
で
し
た
。

（
協
和
地
域
・
51
歳
女
性
）

　
　
在
宴
と
題
し
た
「
大
曲
の
花
火
」
特
集

　
　
は
圧
巻
で
し
た
。
写
真
を
駆
使
し
て
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
編
集
レ
イ
ア
ウ
ト
は
ま
さ
に

サ
プ
ラ
イ
ズ
。
自
分
も
審
査
員
気
分
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
花
火
が
晴
天
か

つ
無
事
故
で
終
わ
り
、え
が
っ
た
ん
す
な
ぁ
。

（
西
仙
北
地
域
・
70
歳
男
性
）

　
　
火
特
集
、
じ
っ
く
り
読
ん
で
改
め
て
感

　
　
動
し
ま
し
た
。「
誇
在
宴
」
ま
さ
に
ド
ラ

マ
で
す
ね
。
そ
し
て
「
だ
い
せ
ん
夢
未
来

債
」。
食
指
が
動
き
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
47
歳
女
性
）

　
　
80
回
全
国
花
火
競
技
大
会
、
75
万
人
も

　
　
集
ま
っ
た
だ
け
あ
っ
て
、
河
川
敷
は

人
、
人
、
人
で
し
た
ね
。
大
会
関
係
者
の
み

な
さ
ん
毎
年
ご
苦
労
様
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
57
歳
男
性
）

　
　
月
か
ら
大
仙
市
民
が
４
人
増
え
ま
す
。

　
　
つ
い
に
３
歳
と
５
歳
の
孫
と
息
子
夫
婦

が
秋
田
市
か
ら
引
っ
越
し
て
く
る
の
で
す
。

毎
日
孫
た
ち
と
遊
べ
る
元
気
を
保
ち
続
け
た

い
と
、
背
筋
が
ピ
ン
と
す
る
思
い
で
す
。
快

く
承
知
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
主
さ
ん
と
、
息

子
夫
婦
に
感
謝
感
謝
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
62
歳
女
性
）

　
　
便
り
広
場
を
い
つ
も
見
て
い
ま
す
。
み

　
　
な
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
は
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
す
。
編
集
後
記
も
必
ず
読
ん

で
い
ま
す
。
苦
労
し
な
が
ら
編
集
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

（
大
曲
地
域
・
64
歳
女
性
）

　
　
は
太
田
地
域
出
身
で
す
が
、
真
昼
岳
に

　
　
登
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
８
月
16
日
号
の
神
秘
の
山
々
「
真

昼
山
地
」
を
読
み
、
真
昼
岳
の
本
当
の
姿
が

分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
体
力
を
つ

け
て
薬
師
岳
に
登
っ
て
み
た
い
、
そ
ん
な
気

に
さ
せ
る
す
ば
ら
し
い
記
事
で
し
た
。

（
東
京
都
・
男
性
）

　
　
火
の
特
集
を
読
ん
で
、
花
火
に
こ
ん
な

　
　
に
種
類
が
あ
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

花
火
師
の
努
力
の
結
晶
が
、
夜
空
に
華
開
い

て
い
る
の
だ
と
感
動
し
ま
し
た
。

（
神
岡
地
域
・
59
歳
女
性
）

11

と

全第

花

今

お花

第 毎誇

今

私

正式名「アメリカセンダングサ」
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reci 18
仙北地

旬
の
野
菜
を

大
胆
に
料
理

季
節
を
感
じ
る

歯
ご
た
え
で
す

大
根
ギ
ョ
ー
ザ
と

　
　
　
チ
ー
ズ
大
根
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　発行号、答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

　
　
中
に
あ
る
空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
い
殻

　
　
を
な
く
す
た
め
に
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
を

強
化
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
30
歳
男
性
）

　
　
曲
の
花
火
と
と
も
に
、
全
国
に
誇
れ
る

　
　
５
０
０
歳
野
球
大
会
。
青
春
の
感
動
を

思
い
起
こ
し
、
健
康
と
絆
を
確
か
め
あ
い
な

が
ら
ハ
ッ
ス
ル
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。「
老

い
て
な
お
　
ボ
ー
ル
で
つ
な
ぐ
　
熱
き
血
が
」

（
大
曲
地
域
・
64
歳
男
性
）

【
広
報
担
当
】

　
今
号
の
特
集
は
５
０
０
歳
野
球
大
会
で
す
。

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
み
な
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

来
年
も
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

毎年たくさんのチームが参加する「500歳野球大会」。
今年は何チームが参加したでしょうか？

① 154　　　② 161　　　③ 162

10 31

　
　
併
し
て
か
ら
一
年
半
が
経
過
し
ま
し
た

　
　
が
、
こ
こ
ら
で
一
度
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
実
施
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

（
協
和
地
域
・
63
歳
男
性
）

【
総
合
政
策
課
】

　
８
月
、
１
０
０
０
人
の
方
々
を
対
象
に
第

１
回
目
の
市
民
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
は
合
併
後
初
め
て
の
実
施
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
無
作
為
に
選
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
来
年
度
以
降
は
希
望
す
る
方
に
も
評
価

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
方
法
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
市
民
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
集

計
が
ま
と
ま
り
次
第
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
　
材
厨
房
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
か
ぼ
ち
ゃ
煮
は
大
好
き
な
の
で
す
が
、

毎
回
同
じ
料
理
方
法
で
飽
き
て
い
た
と
こ
ろ

で
し
た
。
早
速
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
37
歳
女
性
）

　
　
の
前
の
特
集
「
真
昼
岳
」
と
「
誇
在
宴
」

　
　
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
千
葉
の
兄

や
東
京
の
妹
に
広
報
を
送
っ
て
自
慢
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
62
歳
女
性
）

　
　
も
花
火
大
会
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
す

　
　
ば
ら
し
い
日
本
一
の
花
火
だ
と
思
い
ま

す
。
来
年
は
も
っ
と
近
く
で
見
た
い
で
す
。

（
協
和
地
域
・
10
歳
女
性
）

食こ

合

街

私

大

今回の料理の先生は

池 田 真由美さん
（仙北地域・高梨）

材料（２人分）
【大根ギョーザ】
◎大根／100g◎ベーコン／25g◎ギョーザの皮／
８枚◎ごま油／少々
【チーズ大根】
◎大根／100g◎ベーコン／25g◎とろけるスライ
スチーズ４枚◎ごま油／少々
Ａ＝◎牛乳／50cc◎バター／５g◎塩コショウ／適量
Ｂ＝◎白スリゴマ／30g◎ニンニク／１かけをす
り下ろしたもの◎しょう油／少々

作り方
①大根を約５cm、ベーコンを約１cm程度に千切り
②フライパンにごま油を少々入れて、ベーコンを炒
め、次に大根を加えてよく炒め、さらにＡを加え
て下味を付け、ひと煮立ちさせる。
③②にＢを加え、水分が飛ぶまで炒めて冷ましておく
【大根ギョーザ】
　ギョーザの皮で②を包みんで、フライパンにごま
油を入れて焼く。焦げ色がついたら水を加え、蓋
をして蒸し焼きにする。

【チーズ大根】
　スライスチーズの上に②を適量のせ、三角に折は
さむ。フライパンを熱しごま油を入れて、チーズ
がきつね色にこんがり焼けたら、ひっくり返して
両面を焼く。

※秋の味覚、大根を使用したオ
リジナル料理です。柔らかい
歯ごたえのギョーザとさくさ
くしたチーズの食感をお楽し
みください。
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ジュード ウォーウォーJJJJudeudeJuJu aughaugh

and Assistant Language Teacher

CIR&ALT&A
大仙市に新任の「国際交流員」「外国語指導助手」の方々が着任大仙市に新任の「国際交流員」「外国語指導助手」の方々が着

ブライアンイアン

トンプソントンプソン

BBryanryan

TT
y

TThompsonompsonTh

シナ

ワーナーワー

SShinahinShSh

WW ワWarnerarnerWaWa

Brannonrannon

MMorrisonrrisonMo

ブラノン

モリソンモリ

みなさん、初めまし
て。私の名前はブラ
イアン・トンプソン
です。アメリカのオ
レゴン州から来まし
た。今、神岡地域に
住んでいます。大仙
市はとてもきれいな
市で、人々もとても
優しいです。大仙市
に来ることができて
とてもうれしいで
す。先生、生徒のみ
なさんと神岡・南外
地域で授業をするこ
とを楽しみにしてい
ます。もし、私を見
かけたらちょっとし
たおしゃべりでも何
でもいいので、話し
かけてくださいね。

こんにちは、私の名
前はブラノン・モリ
ソンです。アメリカ
のテキサス州から来
ました。今、西仙北
地域に住んでおり、
西仙北東中学校と西
仙北西中学校で英語
の授業を担当してい
ます。秋田と大仙市
はとてもきれいだと
思います。ありがと
うございます。

こんにちは。私の名前はシナ・
ワーナーです。アメリカの
ニュージャージー州から来まし
た。ニュージャージーはニュー
ヨーク市の近くで、トマトやブ
ルーベリーなどのおいしい野菜
やフルーツで有名です。現在、中
仙中学校、豊成中学校そして中
仙地域の各小学校でALTとして
働いています。大仙市にこられ
てうれしいです。秋田ってとて
も美しく、人々もとても親切で
すね。ありがとうございます。

初めまして、私はジュード・
ウォーと申します。オーストラ
リアのクイーンズランド州にあ
る、ゴールドコーストから来ま
した。しかし、私が実際に生ま
れ育ったのはオーストラリアの
隣にあるニュージーランドとい
う国です。
秋田に来たのは今回が初めてで
すが、４年前にワーキングホリ
デーで来日し、北海道の札幌市
に１年間住んでいました。また、
去年は交換留学生として名古屋
外国語大学で１年間、日本語を
勉強していました。そして、今回
は大仙市で国際交流員として働
くことになり、大変うれしく
思っています。大学では、日本の
言語や歴史、政治、経済、国際
関係を勉強していたので、その
知識をこれからの仕事に役立て
て行きたいと思っています。ど
うぞよろしくお願いします。

CIRとALTとは？
　CIRは国際交流員として、地方自
治体と海外との架け橋となる活動
を行います。国際交流事業の企画・
立案や、外国語刊行物の翻訳や編
集などを担当します。
　ALTは、外国語指導助手として
主に中学校で英語の授業を行いま
す。また、小学校などでも英語に親
しんでもらうため、初歩的な英語
の授業なども行います。

　現在、大仙市ではALT（外国語指導助手）の方々が６人とCIR（国際
交流員）の方が１人活動を行っています。８月から次の方々が新たに大
仙市に着任しましたので、それぞれが書いてくれた自己紹介文と一緒
に紹介します。
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情報交差点情

鍵かけは家族を守る身を守る

「侵入犯罪・街頭犯罪対策」

　家の戸締り、鍵かけは家族や身

を守る身近な防犯対策です。長時

間の外出時はもちろん、短い時間

の外出・在宅時も施錠するように

心がけましょう。また不審者を発

見した場合は、すぐに110番へ通

報ください。

19 (木)

27 (金)

20 (金)

22 (日)

行政書士無料相談■午前10時～■ジャスコ中仙店※P25
琵琶の弾き語りを楽しむ会■午前10時30分～■こもれびの杜※P27
目の愛護デー講座■午後１時～■秋田市民交流プラザ「アルヴェ」

「おりん口伝」伝
　■午後２時30分開演■協和市民センター（S席3,000円・A席2,000円）
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：畠山歯科医院（大曲）☎0187-62-3636
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

21 (土)

秋の稔りフェア（～22日）
　■午前９時30分～■大曲庁舎駐車場・大曲市民会館ほか※P18
県立大学まつり「潮風祭」■午前10時～■県立大学本荘キャンパス※P27
こどもの健康フォーラム■午後２時～■仙北ふれあい文化センター※P27
お笑い・演芸ショー■午後５時30分～■湧太郎（美郷町）※P27

(火)17 安心・安全まちづくりの日街頭キャンペーン■午前11時～■タカヤナギイーストモール
災害時医療救護シンポジウム■午後１時30分～■大曲中央公民館

(水)18 一日合同行政相談所■午前10時～■秋田市民交流プラザ「アルヴェ」

24 (火)

南外地域市長面会日（要申し込み）
　■午前10時～■南外総合支所地域振興課☎0187-74-2111
羽後四ツ屋駅無人化住民説明会■午後６時～■こがね児童館※P16

２ (木)
神岡地域市長面会日（要申し込み）
　■午前10時～■神岡総合支所地域振興課☎0187-72-2111

111/ (水) 木元一也・冨岡ユキ二人展（～30日）■午前９時～■中仙市民会館※P27

４ (土) カントリーマーケットin横手■午前11時～■かまくら館（横手市）※P27

池田家の歴史から学ぶまちづくり■午後７時30分開始■大曲プラザたつみ※P27(月)23

第26回角間川更生園祭■午前10時～■角間川更生園※P27

ドイツデュッセルドルフ交響楽団
　■午後２時開演■大曲市民会館（S席6,000円・A席5,000円・B席4,000円）
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：仙北歯科医院（仙北）☎0187-69-2828

(金)３
文化の日

30 (月)

夏川りみ Concert Tour2006 ～とことわ
　■午後７時開演■協和市民センター※チケットは完売しました。1610/ (月)

10月16日(月)～11月４日 (土)
大仙市の行事予定

大川西根小学校楽器まつり■午後１時～■大曲市民会館※P27
いのち・愛の朗読会■午後１時30分～■グランドパレス川端（無料）
大間ジロートーク＆ライブ■午後１時30分開演■角館広域交流センター※P27
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：タケダ歯科クリニック（大曲）☎0187-62-6480
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

29 (日)

大曲市民会館自主事業「東北六県民謡日本一唄くらべ」チケット発売開始※P18
身体障害者巡回相談■午前９時30分～■大曲広域交流センター※P17
東北公益文化大学公開講座■午後１時30分～■太田文化プラザ※P17
能楽さんぽ■午後２時～■大曲中央公民館（3,000円）

26 (木)

(火)31 市県民税（３期）・国民健康保険税（４期）の納付期限日
大仙菊花同好会展示会（～11月５日）■午前９時30分～■農業科学館※P27

28 (土)
子どもの目線で考える少子化問題■午後１時～■秋田県庁第２庁舎※P27
秋田花まるっ住宅セミナー■午後１時30分～■横手センントラルホテル※P26

25 (水)
無料発明相談■午前10時～■大曲庁舎市民ホール※P26
女性相談・法律相談■午前10時～・午後１時～■仙北地域振興局※P25

心理・法律相談に応じます
女性相談・法律相談会

　女性の抱える問題に弁護士や相

談員がお答えします。相談は無料

で申し込みが必要です。

◆期日／10月25日（水）

◆時間／【心理相談】午前10時

～午後３時【法律相談】午後１時

30分～３時30分

◆会場／仙北地域振興局福祉環境部

【問い合わせ・申し込み】

秋田県女性相談所

☎ 018-835-9052まで

行政書士が悩み解決のお手伝い
行政書士無料相談会

　遺言・相続・契約・届け出など

についてご相談ください。

◆日時／10月22日（日）午前10

時～午後３時

◆会場／ジャスコ中仙店

【問い合わせ】

秋田県行政書士会大仙支部・古

屋支部長☎0187-63-6330まで

11月はこの地域です
電気設備定期調査

　各家庭の電気設備を調査し、結

果をお知らせしています。

◆11月の調査対象／【大曲地域】

川目、小貫、荒町、館前、高関上郷

【西仙北地域】上野台【協和地域】境

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

☎ 0187-63-4940まで
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まだ原因が分かっていません「食べないでくださいスギヒラタケ」
　スギヒラタケが原因とみられる急性脳炎・脳症といった事例が発生しています。キノコの季節ですが、まだ原

因が分かっていませんので、解明されるまでの間は保存されているものも含め、スギヒラタケを食べないようお

願いします。いつもと違うスギヒラタケについての情報などもお待ちしています。

◆情報受付窓口／大仙保健所☎ 0187-63-3403

【問い合わせ】健康増進センター☎ 0187-62-9301まで

いつまでも元気に暮らすために
秋田花まるっ住宅セミナー

　住まいづくりのセミナーやバリア

フリーに関する相談会を行います。

◆日時／10月28日（土）午後１時

30分～

◆会場／横手セントラルホテル

◆定員／50人

◆参加費／無料

【問い合わせ・申し込み】

秋田県建築住宅課

☎ 018-860-2561まで

冬の運動不足解消に
室内ソフトテニス教室

　一般の参加者を募集します。ラ

ケットは無料で貸し出します。

◆期間／11月２日から３月29日

までの毎週木曜日

◆時間／午後１時～３時

◆会場／市民体育館（大曲庁舎隣り）

◆参加費／5,000円（保険料含む）

【問い合わせ・申し込み】

スポーツ振興課

☎ 0187-63-1122まで

窓口業務への就職希望者
コミュニケーションスキル講習会

　大曲技術専門校による、電話対

応業務のための無料の講習会です。

◆対象／若年未就職者、離職者、

求職者

◆期間／【１回目】11月１日（水）

から10日（金）まで【２回目】12

月６日（水）から14日（木）まで

◆時間／午前９時30分～午後４

時30分

◆会場／大仙市内の施設

【問い合わせ・申し込み】

大曲技術専門校

☎ 0187-62-2457まで

健康・運動・本格的な指導まで
実戦空手道「武心会」大曲道場

　実戦空手道「武心会」大曲道場

では会員を募集中です。詳しくは

お問い合わせください。

◆対象／【少年部】４歳から小学生

【一般部】一般、学生、女子

◆練習場所／ファッションタウン

フジタ３階（ペアーレ大曲隣り）

【問い合わせ・申し込み】

武心会大曲道場・鈴木代表

☎ 090-3360-6374

山内さん☎090-1376-7307まで

子どもの発達や気になる行動など
専門員による巡回教育相談

　できるだけお子さんと一緒にお

越しください。

◆期日／10月27日（金）

◆時間／午前10時～午後４時

◆会場／大曲仙北広域交流センター

【問い合わせ・申し込み】

大仙市教育委員会各分室

教育庁特別支援教育課指導班

☎ 018-860-5135まで

19年分の確定申告から
農業所得簡易計算が廃止

　19年分の所得税確定申告から

「農業所得簡易計算」が廃止され

ます。農業所得は実際の収入金額

から必要経費を差し引いて所得を

計算する収支計算が原則です。

　領収書の保存や整理、帳簿の記

録をこまめに行いスムーズに申告

ができるようお願いします。

【問い合わせ】

大曲税務署

☎ 0187-62-2191まで

各総合支所市民課、大曲庁舎は

税務課☎ 0187-63-1111まで

発明についてご相談ください
無料発明相談

◆日時／10月25日（水）午前10

時～午後４時

◆会場／大仙市役所大曲庁舎市

民ホール

◆相談員／熊谷繁弁理士

【問い合わせ】

発明協会秋田県支部

☎ 018-862-3414まで

この金額に目を留めて!!
最低賃金「時間額610円」

　10月１日から県内すべての労

働者に適用される最低賃金は「時

間給610円」です。

　雇う側、働く側が合意の上でも

最低賃金以上払わないと法律で処

罰されます。

【問い合わせ】

秋田労働局賃金室

☎ 018-883-4266

大曲労働基準監督署

☎ 0187-63-5150まで

10月30日からコンピュータ化
不動産登記事務が短時間で

　不動産登記事務のコンピュー

ター化により、法務局大曲支局管

が管轄する不動産の登記事項証明

書が短時間で発行できるようにな

ります。申請手続きや図面の閲覧

などはこれまでと変わりません。

◆変更点／

①登記簿謄本に替わり「登記事項

証明書」の発行

②閲覧に替わり「登記事項要約

書」の発行

③コンピュータ化された他の法

務局が管轄する「登記事項証明

書」が受け取れる

④大曲支局が保有する登記情報

をインターネットで確認できる

（登録が必要）

【問い合わせ】

秋田地方法務局大曲支局

☎ 0187-63-2100まで
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池田氏の歴史から、
まちづくりについて学びませんか。

卒業生との合同演奏も予定しています。

個別健康相談と医療講演会
こどもの健康フォーラム

　テーマは子どもの成長とADHD

です。参加希望の方は電話か

ファックスでお申し込みください。

◆日時／10月21日（土）午後２時～

◆会場／仙北ふれあい文化センター

◆参加費／無料

【問い合わせ・申し込み】

秋田県南地区こどもの

健康フォーラム事務局

☎ 0120-446-870まで

FAX0120-652-215まで

芸術の秋、琵琶に耳を傾ける
琵琶の弾き語りを楽しむ会

　参加には申し込みが必要です。

◆日時／10月22日（日）午前10

時30分～正午

◆会場／こもれびの杜会議室

◆参加費／無料

【問い合わせ・申し込み】

川原さん☎0187-63-0302まで

語って・奏でる男女共同参画
大間ジロートーク＆ライブ

　元オフコースの大間ジローさん

による講演とライブ。

◆日時／10月29日（日）午後１時

30分開演

◆会場／角館広域交流センター

◆参加費／無料

秋田県南部男女共同参画センター

☎ 0182-33-7018まで

中学生から県への提言
子どもの目線で考える少子化問題

　中学生による県への提言やドラ

マ「金八先生」のモデル、坂本光

男さんの講演会を行います。

◆日時／10月28日（土）午後１時

～４時

◆会場／秋田県庁第２庁舎８階

◆参加費／無料

【問い合わせ】

秋田県子育て支援課

☎ 018-860-1342まで

県展常連者の作品展
木元一也・冨岡ユキ二人展

　日本画の展示会を行います。

◆期間／11月１日（水）から30日

（木）までの午前９時～午後６時

※月曜は休館日です。

◆会場／中仙市民会館展示ホール

【問い合わせ】

大仙市美術愛好会 千葉さん

☎ 0187-57-2731まで

未来へ…あなたにありがとう
第26回角間川更生園祭

◆日時／11月３日（金）午前10時

～午後２時30分

◆会場／角間川更生園

【問い合わせ】

角間川更生園

☎ 0187-65-3676まで

心あたたまる手作りを
カントリーマーケットin横手

　パッチワークやアクセサリー、

パンなどの展示販売を行います。

◆日時／11月４日（土）午前11時

～午後３時

◆会場／かまくら館５階（横手市）

【問い合わせ】
すが の

花くらぶ 菅野さん

☎ 0183-62-1205まで

2006公開講師例会
池田家の歴史から学ぶまちづくり

◆日時／10月23日（月）午後７時

30分開始

◆会場／大曲プラザたつみ

◆参加費／無料

◆講師／大仙市教育委員会文化財

保護課・山崎文幸

【問い合わせ】

大曲青年会議所

☎ 0187-62-0883まで

ミュージカルと演奏会
大川西根小学校楽器まつり

　児童による演奏とミュージカル

の公演です。

◆日時／10月29日（日）午後１時～

◆会場／大曲市民会館

◆入場料／無料

【問い合わせ】

大川西根小学校

☎ 0187-68-3030まで

美しい菊をぜひご覧ください
大仙菊花同好会展示会

◆期間／10月31（火）から11月

５日（日）まで

◆時間／午前９時30分～

◆会場／農業科学館

【問い合わせ】

大曲公民館☎0187-62-1312まで

笑って、心と体を健康に
お笑い・演芸ショー

　一般の方によるお笑いショーです。

◆日時／10月21日（土）午後５時

30分～６時30分

◆会場／湧太郎ホール（美郷町六郷）

◆入場料／無料

【問い合わせ】

事務局 松本さん

☎ 0187-62-0479まで

ともしび

テーマは灯「潮風祭」
第８回秋田県立大学まつり

◆日時／10月21日（土）・22日

（日）午前10時～午後６時

◆会場／県立大学本荘キャンパス

【問い合わせ】

潮風祭実行委員会

☎ 0184-23-3179まで
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有限会社  佐藤印刷所

　人　口　94,682 人（－ 32）

　　　男　44,917 人（－ 10）

　　　女　49,765 人（－ 22）

　世帯数　30,477世帯（－ 2）
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【問い合わせ】
左記の各施設または
大仙市第三セクター

定時連絡会直営温泉施設の支配人等定
ク改善班事務局・総合政策課３セク改

☎0187-63-1111 線内線2532 まで

政策課では販売し※入浴券は総合政
でご注意くださいていませんのでのでご注意ください。　ていませんので

入浴券券は下記の施設で

絶賛賛販売中

☎0187-87-170000

☎0187-87-3100

☎0187-56-3660

☎018-893-2615

☎0187-74-2310

☎0187-69-3311

☎☎010187-88-1471

☎0187-87-88-1717717

☎0187-72-4004

☎0187-56-3004

☎018-818-881-6646


